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ホルン奏法におけるアンブッシュアに関する一考察

A study of Embouchure for French Horn Playing

（2011年３月31日受理）

Key words：アンブシュア，マウスピースの位置，唇

要　　　　　約

　前稿では，金管楽器奏法習得に際して，歯列や骨格などにおいて適正な身体的特徴を持つ者がより容易に奏法技術を

習得することができるため，楽器選択などの際に考慮する必要があることを述べた。本稿では，さらに金管楽器群にお

いても奏法習得が難しいとされているホルンに焦点をあて，その習得が身体的な特徴とも関わりの深いアンブシュアに

ついて考察を行うことを目的とした。呼吸法の重要性もあるがアンブシュアについて先行研究を概観することで，アン

ブシュアの形状およびマウスピースの位置などについて，一般的なアンブシュアについての見解を検討した。また，指

導上において音を出す基本となるアンブシュアの獲得について，指導者が，その重要性を認識する必要があることが示

唆された。

１．は　じ　め　に

　管楽器群の中でも小さなマウスピースを使用するトラ

ンペットやホルンは，奏法習得が難しいとされている楽

器であり，特にホルンにおいては，倍音が多く音域が広

いためにさらにコントールを行うことが難しいという特

性がある。ギネスブックにも一番難しい楽器として認定

されているように，その奏法上の技術習得に関しては，

従来から大きな関心が払われており，その中でも発音の

基本となるアンブッシュアの形成は，主たるものである

といえよう。

　前稿では，唇が薄く，歯列の整った，堅強な骨格を兼

ね備えている，いわば欧米人に多くみられるような身体

的特徴を持つ者が，管楽器奏者の適性を備えているとい

われており，生徒が初期の段階において楽器選択を行う

場合に，その様な身体的特徴の優位性を考慮して，指導

者が適切な楽器選択を行う必要性を述べた。そして，一

番注意すべき事として，適切なアンブッシュアを容易に

確保できるかどうかに関わっているといっても過言では

ないであろう。

　しかしながら，アンブッシュア獲得に関しては，生来

個人が持ち得ている唇および歯列などの骨格上の個人差

が大きく関係しており個人差が大きいため，的確な指導

が必要となってくる。また，我々金管楽器奏者にとって

は，恒久的に研究され続ける課題といえるものであり，

どの様に指導が行われるべきかについては，言及がされ

ていないのが現状であろう。

　アンブシュアは，従来から指導する側・される側，両

方において難解なものとして扱われてきており１），特に

指導上の問題として，素人には，なかなか良悪の区別が

つかないものである。ポーターは２）そのような状況か

らアンブシュアを適正な形状へ導くように矯正すること

が指導者の役目であると説き，指導者が，アンブシュア

の素質を判定できる能力を持つ必要性を強調している。
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しかしながら，どの様なアンブシュアが良いのかという

具体的な見解は示されておらず，近年に至っては，アン

ブシュアは喉や呼吸法との関連から考察される傾向にも

ある。

　そこで，本稿では，ホルン奏法におけるアンブッシュ

アについての先行研究を概観し，その重要性について考

察することを目的とする。

２．アンブッシュアの定義

　アンブッシュア（Embouchure）は，「入口」を意味す

る仏語に由来することから３），管楽器の「吹口」を意味

する言葉となり，楽器のその部位を指す英語のマウス

ピース（Mouthpiece）にあたる言葉である。音楽用語と

しては，楽器を奏する口の形状の意もある４）。これに相

当するドイツ語は，アンザッツ（Anzats）である５）。こ

のアンザッツは，厳密にいえば２種類の異なった奏法に

分類されており，その総称ととして用いられている６）。

一つは，アンゼッツェン（Anzetzen）:口に当てる，他

方は，アインゼッツェン(Einsetzen)：口にのせるである。

　一般的には，管楽器演奏時に形成される口唇や口腔周

囲の形態をさすもの７）として扱われるようになってき

ており，簡単にいえば管楽器を奏する際の口の形状を意

味し，顎や喉の関与も含めた総称として用いられている。

下記に幾つかの定義を示す。

　“吐き出された空気が，一定の速度で唇を振動させて，

ある音程を出させるように保たれた唇のこと，また，そ

のまわりの筋肉の位置や緊張のこと”

（シューラー，1962）

“正しい指導に従って管楽器のマウスピースに当てた唇

と口の形状，あるいは，演奏者が特定の管楽器のマウス

ピースについて実際に用いているか，または，開発した

唇と口の形状”　　　　　　　　　　 （ポーター，1967）

“口，唇，顎，頬筋肉の組織が協力し合ってできる発音

のための形状，さらにそれらと相呼応して働く歯，舌，

喉などの正しく発音するための状態”　　 （糸数，1982）

　上記のように様々な定義が存在するが，興味深い点は，

ポーターがその定義のなかで，アンブシュアは，“正し

い指導者に従って”つくられるべきものであるあること

を強調していることである。不適切なアンブシュアをい

かに矯正していくかということを追求し続けた研究者な

らではの視点から，アンブシュア形成に関する指導者の

役割が軽視されていることを指摘し，その重要性につい

て再認識する必要があることを示唆するものであると捉

えることができよう。

３．アンブッシュアの重要性

　管楽器奏法において，アンブシュアの研究として代表

的なものとして挙げられるのがポーターの「アンブッ

シュア」であり，ホルン奏法のアンブシュアについては，

ファーカスの著書８）が有名であろう。楽器の発達とお

よび奏法に関するメソードの歴史的変遷からみると９），

これらの文献は，1960，70年代に記されたもので，それ

以降の文献をにおいてもあまり扱われることがなかった

ようである。

　我が国では，柏尾６）や糸数１）らによってアンブッシュ

アの考察がなされているが，上記の著者らの見解を引用

したにとどまっている。そのような中で，吉川らが人口

の口唇を用いて，技術習得の困難さに寄与するためにそ

の発生システムを科学的な視点からのに解明しようとい

う試みも始まってきている10）。

　近年では，映画などメディアの影響を受け，活発な吹

奏楽部の活動などから管楽器を愛好する人口の増加は一

途をたどっており，管楽器奏法の教則本の新刊も多くみ

られるようになった。しかしながら，その項目には，音

をより楽に大きく出すことが優先される傾向がある。一

例を挙げれば，呼吸80％，舌15％，アンブッシュア20％ 11）

と記されていることからも，アンブッシュア以外の要素

に焦点をあてているのである。しかしながら，“金管楽

器奏者であるならば，ほとんどの人々が楽器のコント

ロールに取って極めて重要であることに同意するだろ

う”と述べているように，管楽器の発音減は，唇の振動

が発音体そのものに起因するため，アンブッシュアは，

奏法における根本的な要因であると筆者は考える。

　またそれは，音質上も，奏者のアンブシュアとの関与

が大きく影響する。ポーターは，音質とは，奏者が自己

のアンブシュアと楽器とを組み合わせて作りだす音の効

果を意味するものであるとし，楽曲が要求する音を正確

な瞬間に出せる能力を意味するテクニックと区別し，楽
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器を奏する場合におけるアンブシュアの役割を重要視し

ている。

　さらには，前述のアンブシュアが奏法上の要因として

５％であると述べている松村においても，管楽器の技術

習得の際に，アンブッシュアの問題がない場合を除けば，

その他の原因は呼吸に由来する問題であると説いている

ことからみても，アンブシュアに関わる奏法上の問題と

いうものは，独立した問題として必ず考慮されるべきも

のであることとして示されていることは，明白である。

　しかしながら，管楽器の場合，どのようなアンブシュ

アであっても，唇の振動によって音を出すことが可能で

ある。そのため，初期の時点において誤ったアンブシュ

アを形成してしまうことが指導上の問題となる場合が多

く，適性なアンブシュアの獲得を阻まれたために起因す

る演奏上の困難さに直面する大きな要因を作り出してい

ると考えられる。

　ポーターは，良い指導者の資質の一つとして生徒が楽

器に適したアンブッシュアを持ち得ているかどうかにつ

いて，即座に指摘ができることを挙げており，指導者が

アンブッシュアについての理解を深めておく必要がある

ことを指摘している。しかしながら良いアンブッシュア

とは，一体どのようなアンブッシュアを指すのであろう

か。彼の言葉を借りれば“最も楽で，しかも音を出す時

に最大の効果をあげることができるもの”である。従っ

て，演奏上の様々な表現を可能にし，上下の音を無理な

く楽にだすためのものであるということは確かである

が，具体的にはどのような状態にあるかを検討してみた

い。

　ポーターは，その著書の中でアンブシュアの形状を「口

と唇」と「マウスピースの働き」として，人間の器官と，

振動体の機能を備えた要素をマウスピースと分断して示

している。一方，糸数は，口と唇そして，マウスピース

の機能は交叉するようにお互いが関係する役割を持って

いるという見解を示し，マウスピースの機能をあえて，

定義に示してはいない。しかしながら，アンブシュアを

生理学的，解剖学的にとらえることは，アンブッシュア

を矯正するという医学的な立場にとっては，有用な考え

方であるとしている。この様な記述が見られることから，

良いアンブシュアを持ち得ない場合は，アンブッシュア

は指導もしくは，歯科的施術等を用いてより良いものに

“矯正”され得るものとして扱われてきたことが分かる。

　後藤田らの研究においても，初心者と上級者の演奏時

の奏法上の口唇筋肉の使用部位やアンブシュアに相違が

みられていることが同様に示されている12），13）これらの

科学的な見地からも，適正なアンブシュアの獲得が行わ

れれば，適正な演奏法によって筋疲労の減退や，顎障が

いの誘因回避につながることが示唆されており，指導者

がその関連性を認識することは重要であるといえよう。

４．マウスピースの位置

　筆者の経験からいうと一般的に，上唇が完全にマウス

ピースに余裕を持って入るように指導が行われることが

多く，ホルンの場合マウスピースの三分の二を上唇にあ

て，三分の一を下唇に配置するという，ファーカスの説13）

が支持されている。

　ファーカスの記述より後の1987年のゴードンの著述に

おいては17），マウスピースを唇の一番上の方にあてると，

およそこの配置になるとしており，また多くの演奏者は，

この割合によって演奏を行っているとの記述がみられる

ことから，経験上この説が支持されてきたことが分かる。

前述の吉川らの研究において，上級のホルン奏者は，上

唇において多くの振動がみられるとしていることから，

科学的な視点からみてマウスピースをこのように配置す

ることが，適切なアンブシュアにおいて基本的な形状で

あることを裏付けているといえる。

　上記に挙げた幾つかの先行研究を概観すると，アンブ

シュアに関わる項目として重要視されているのが，マウ

スピースを配置する位置に関してであり，その多くが三

分の二が上唇，三分の一が下唇に配置する説を支持して

おり，我が国でもこれがすでに一般的な配置としてみな

されているといえる。

　一方，トランペット，ホルンは類似のアンブッシュア

であると考えられるが，ゴードンの記述によれば，著名

な奏者であるジャコムもこの配置を推奨していたようで

ある。また，アーバンなどが唱えているように，トラン

ペットでは，三分の一が上唇とする逆説も存在する。

　前者の三分の二が上唇とする説は，1805年に出版され

た指導書の記述にみられ，中期には，すでに周知が図ら

れていたという報告があることから，特にホルン奏法に
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限定すれば，この説の方が有益であると認識することが

できよう。

　前稿でも述べたが，日本人と比べて比較的管楽器を奏

するに適する薄い唇を持っている欧米人は，適正なアン

ブッシュアを容易に獲得ができる。そのため，ファーカ

スやポーターの著書においては，適性なアンブシュアに

関する記述は，どこへマウスピースをおくかという視点

に偏重していると考えられよう。

　近年では，管楽器奏法に関する，顔面の筋肉との関連

及び歯科的な見地による生理学的な視点からの研究が行

われるようになり始めてからは，音響に関わるのは，カッ

プの内側の唇の質量が関わるのであるから，マウスピー

スの位置の両唇の配分が実質的な問題ではない13）とす

る科学的な報告もある。すなわち，個々の音高をどのよ

うにコントロールすることについて，唇とマウスピース

がどのような形状をとるのかに関しては，脳から情報を

受けとること，つまり心の中で“歌うこと”が重要であ

ると説かれ，脳，つまり思考においていかに音楽を作り

出していくかが問われる様になった。また，実質的な問

題として，適切な空気の圧力と空気の流量が供給されな

ければ，困難に直面するため，マウスピースを唇の正確

な位置に中てることよりも，アンブッシュアがどのよう

に機能するのかを決定することに焦点を当てるべきであ

ると説いているのである。

　この様なことから，マウスピースを当てる位置に関し

ては，唇の厚さと歯列などの個人的な個体差との因果関

係もあるため，指導上においては，単なる比率に執着を

するのではなく，最終目的としていい音がでるようにど

のように導いていくかということを念頭において指導を

行う必要があるといえよう。

５．アンブシュアの形状

　アンブシュアは下記の３種１），２），14）に分類される。

1．微笑み型―唇を閉じて笑うように横に引く

2．口すぼめ型―口笛をふくときのうにすぼめる

3．ミックス型―上記の２点を融合した形で，両者の中

間バランスをもった緊張で唇を引く

　上記の３種のうち，ファーカスは，３．のミックス型

を“Puckered smile:(唇にしわのよった微笑み)”と称

して，この形状をとることを推奨している７）。この形状

をもたらすには，筋肉の緊張と逆方向に引く筋肉の収縮

であり，相反する機能を同時に組み合わせるバランスが

重要となる。しかしながら，このバランスは，個人の感

覚によるものであるため，その形状を把握することは難

しいかもしれない。

　これについて，シューラーは15），唇と口の両端を２本

の木にたとえて，その間を揺れるハンモックを例に挙げ，

そのバランス具合を捉えることを提案しており，市川は，

イメージとして唇を横に引き過ぎず，逆に唇を突き出さ

ず，ハンモックのようにイメージして引用し，その両者

の相反する作用を理解するために分かりやすい比喩で表

している。

　しかし，実際には，これはとても理解しにくいので，

間違ったアンブシュアの原因になりうる。また指導者に

は，この口の引きとすぼみに加えて顎の引き具合のバラ

ンスを考慮する必要があるので，さらにこれを見極める

のは難しいという現状もある。従って，個々の個体差を

考慮しながら，指導を行っていくことが必須となるであ

ろう。

５．終　わ　り　に

　上記のように，アンブシュアについて定義等を幾つか

の先行研究を概観することで考察を行ってきた。このこ

とにより，その重要性については，従来から認識がなさ

れてはいたが，マウスピースを唇に配置する場所，唇の

形状についての言及がなされているだけで，個体差のあ

るそれらについてどの様に指導するのかという様な具体

例については，あまり言及されていないことが明らかと

なった。

　筆者が多くの学生を指導した経験から，奏法技術の上

達を阻む要因として多く挙げられるのが，アンブシュア

に起因する問題であった。そのため，初期の段階におい

て，如何に良いアンブシュアを習得する必要があるかと

いうことを，多くの管楽器指導に携わる教員自身が認識

した上で，正しい知識を持ち併せながら学生を導いてい

く必要があることを再認識することが重要ではないかと

思われる。

　しかしながら，アンブシュアの指導に関しては，今回
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の考察によっても普遍的な指導法を見出すことはでき

ず，一般論で言われていることの検証に留まった。これ

は，経験知からのアドバイスに依ることが多いものであ

るため，具体的なアンブシュアの指導は一般化すること

が難しいという特性を示唆していると言えよう。今後の

課題として，個々の指導例について具体的にアンブシュ

アを検証することから，指導者がどのように指導してい

くことができるのかということについて，さらに言及を

行っていきたいと考える。
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